
大 学 院 学 生 (昭和62年度 )

動物学噂攻霊長類学分科

氏 名 学年 指導教官 研究テーマ

三谷雅純 D5 杉山幸丸 西アフリカにおける

樹上性霊長類の生態

学的及びコミュニケ

ーション論的研究

広谷 杉 D5 杉山幸丸 トナカイ牧畜民の研

究

大井 徹 I)4 加納隆至 スマトラのブタオザ

ルの社会生態学的研

究

書久保粍- D4 室伏靖子 宕長頬の種の認知に

関する行動実験的研

究

早坂誹二 D8 野沢 謙 塁長類におけるミト
コンドリアDNA多

型解析

村山裕一 DB 竹中 修 ニホンザルリンパ球

に対するモノクロー

ナル抗体の作製及び

霊長類の免疫学的特

性の解析

Solomon D8 江原昭善 狭昇抜放の下肢諸骨

Yirga の機能形態とロコモ

ーションについて

iD正統学申攻

氏 名 学年 指導教官 研究テーマ

板凸昭二 D2 重伏靖子 類人猿の社会的放念
に関する実験的研究

五百部裕 D2 加納隆至 ピグミーチンパンジ

ーのオスの社会学的

研究

FflJ‖尚史 D2 杉山宰丸 パタスモンキーの採

食生態学的研究

佐缶 統 Dl 杉山事丸 チンパンジーの音声

コミュニケーション,

性行動,社会行動な

どに関する行動生態

学的研究

伏見ff夫 Dl 室伏靖子 霊長類のコミュニケ

ーションに関する実

験的研究

室山泰之 Dl 杉山宰丸 チンパンジーの社会

隼態学的研究

大石高生 M2 久保田競 運動前野と前頭前野

の相互作用の解析

小林秀司 ･M2 江原昭善 ティティ属(Genus

Callicebus)3種の

系統関係

高井正成 M2 江原昭善 南米コロンt=.7のLa
Venta地域産出の

霊長校を含む中新世

化石鴫乳矧 こついて

山下晶子 M2 大島 清 神経系の個体発生

井上芙穂 Ml 竹中 修 DNA多型を用いた

ニホンザルの父子判

定

小林 隆 Ml 加納隆至 都井岬の半野生馬の

社会生態学的研究

鈴木良太 M.1 竹中 修 分子進化によるテナ

ガザルの系統解析

中村克樹 Ml 久保田競 情動や記憶Iにおける

届桃核のはたらき

Soumah Ml 杉山事丸 高崎山におけるニホ
AlyGaspard

ンザルの社会的地位

と採食戦略

研 修 員

氏 名 指等教官 研 修 題 目

芝原松子 大将秀行 ニホンザルの菜

食行動と繁殖行

動に関する研究

西川安土 大島 清 盛長類の生放生

理に関する比較

内分泌学的研究

瀬戸口 加納隆至 小嘱乳類の社会
美恵子

研修期間

62.4.1

-63.8.31

62.5.1

-63.4.30

62.8.1

生態学的研究 ～63.7.31

竹中晃子 竹中 修 マカカ属へモグ 62.8.1

ロビン退伝子の ～63.7.31

構造
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氏 名 相中教官 研 修 題 目 研修期間

沢口俊之 久保田競 サル前頭前野の 62.3.24

短期記憶閑迎ニ ー63B.81

ユーロンに対す

る伝達物質の役

割

所内較話会記録

前1回 :昭和62年5月12日

景山 節(京大 ･詔艮研)｢詔長摂ペプシノー

ゲンの椛造 ･機能と分子進化｣

窮2回 :昭和62年6月12日

AlisonF.Richard(イエール大学 ･人耕学部)

｢FemaleSocialdominanceandmale･

biasedsexratios:Prqi,ithemsverreauxi,

aparadoxical primateofMadagascar.J

第 a回 :昭和62年6月17日

庄武孝義(京大 ･霊長研)｢イエーメンのマン

トヒヒ｣

第4回 :昭和62年9月17日

東 滋(京大 ･霊長研)｢下北西北域のニホ

ンザルの現状｣

節5回 :昭和62年10月3日

RichardHeld(マサチューセッツ工科大学 )

｢視覚の発達 :その心理学と神経生理学｣

節6回 昭和62年10月8日

KlausJ.Miiller(ボン大学 ･理学部 ･古生物

学教室)｢Softbodiedfossilsandtheir

impactonthereconstructionofphyloge-

ny.｣

邦7回 :昭和62年11月12日

松沢哲郎(京大･歪長研)｢ア-ミッシュの家

庭と学校一現代アメリカの科学技術文明と調和

した17世紀の暮らし-｣

邦8回 :昭和62年11月20日

CharlesR.Menzell(大阪大学 )｢Inter一

grouprelations,home-rangeuse.and

activitypatternsoftitimonkeys(Callt'･

cebusmoloch).｣

邦9回 :昭和62年12月10日

加納隆至(京大 ･詔長研)｢ワンバ基地におけ

るピグミーチンパンジーの現状｣

茄10回 :昭和68年1月14日

岩本光碓(京大 ･正長研)｢ニホンザル古骨を

めぐって｣

窮11回 :昭和63年8月2日

全 国強く中国科学院･動物学研究所 )｢中国

におけるサルの分布｣

(談話会係 :江原昭否 ･茎状靖子 ･森 明雄)

公開講座 ｢霊長獄の進化｣が,昭和62年8月3

日明)･8月4E](火)の両日,本研究所にて開催さ

れた｡

講師および訴状内容は次の通りであった｡

8月3日(月)

竹中 修 :分子進化の観点から

杉山事丸 :社会生憾学の観点から

松沢哲郎 :認知発道心理の観点から

8月4日(火)

森･明雄･小嶋祥三 :音声コミュニケーシ

ョンの観点から

江原昭茸 :詔長FI進化研究の忠義

相見 満 :骨学実習
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